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(57)【要約】

【課題】改質層が発揮する改質効果の持続性を高めるこ

とができ、樹脂管を任意の位置で切断した場合でも、樹

脂管と継手とを良好に接合することができる樹脂管を提

供する。

【解決手段】本発明に係る樹脂管は、樹脂管本体と、改

質層とを備え、前記改質層が、前記樹脂管本体の外表面

全体に配置されており、前記改質層が、側鎖結晶性ブロ

ック共重合体を含む。

【選択図】図１
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